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校 訓 スクールコンセプト ともに夢と希望を育む鶴川内中 
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一 校 一 風 育てよう花と心と大きな夢を 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           夢に向かって歩む力                 校長 桑原 健太郎 
  
９月 30 日、本校で「アスリート派遣教室」を行い、元 J リーガーの中払大介さんを講師としてお招きしました。前半は講話、後半はサッカーの実技
指導と、教職員 VS生徒のゲームも行われるなど、笑顔あふれる充実した時間となりました。  
■ 中払さんの言葉に耳を傾けて 
 講話ではまず、「皆さん、夢はありますか？」という問いかけから始まりました。中払さんは小学校４年生の頃、神奈川県在住でありながら「静岡 
県の清水 FCで本気でサッカーをしたい」という強い思いを持ち、父親に相談しました。情熱を伝えるため、サッカーだけでなく勉強も全力で取り組
んだ結果、ご家族はその思いを受け止め、静岡県への引っ越しを決断。夢を追う中払さんの姿が、家族の背中を押したのです。 
 また、小学生の頃は、リフティングが７回しかできなかった自分が、毎日の自主練習で 300回できるようになった話や、全国大会への出場経験、 
中学生時代に先天性の膝の問題で１年間サッカーができないと言われながらも、懸命なリハビリで７か月後に復帰したことなど、努力と諦めないこ
との大切さを語ってくださいました。 
 高校時代には「Jリーガーになる」と公言し続けたものの、スカウトからは「無理」とまで言われたこともあったそうです。それでもあきらめず努 
力を重ね、ついにはアビスパ福岡からオファーを受け、プロ選手となりました。 

  夢を実現するチャンスが訪れたとき、自信のなさから迷いが生まれた中払さんは父親に相談します。「今、夢を叶えられるチャンスがあるなら、挑 
戦しろ！」という言葉に勇気をもらい、「闘ってやる！」、「絶対に成功してやろう！」と決意を新たにしたというエピソードは、生徒たちの心に強 
く響いたことと思います。  
■ 子供たちの未来のために 〜家庭でできるサポートは〜 

   今回の講話は、「夢を持ち、努力を続けることの尊さ」だけでなく、「その夢を支えてくれる人の存在」について考える貴重な時間となりました。 
では、家庭ではどのように子供の夢を支えることができるのでしょうか。保護者として意識したい３つのポイントをご紹介します。 
1. 夢を否定せず、話を聴く 
子供が語る夢が現実的でないように感じても、まずは否定せず、しっかり耳を傾けましょう。「それは無理」「現実を見なさい」と突き放すの 
ではなく、「どうしてそう思ったの？」と関心を持って接することが大切です。特に思春期の子供にとって、「ちゃんと聴いてくれる人がいる」 
という安心感が、心の支えになります。親が聴き役に徹することで、子供は自分の考えや夢を整理し、前向きに歩き出す力を得られます。 

2. 過干渉にならず、適度なサポートを 
夢の実現に向けて必要な情報や経験の場を与えることは重要ですが、親が道を決めすぎてしまうと、子供の自立心を妨げてしまうこともありま 

す。「こうしなさい」ではなく、「どんな選択肢があると思う？」と投げかけながら、子供自身が進路や夢を考え、行動できるよう促す姿勢が求 
められます。 
3. 言葉で思いと情報を伝える 
子供の選択や努力を肯定し、「応援しているよ」など、前向きな言葉で伝えることが、子供に「自分は受け入れられている」という安心感をも 
たらします。そしてそれが、夢に向かって進む活力となります。また、子供が興味を持った職業について、知っている範囲で説明したり、テレビ 
や本などをきっかけに将来の話題に触れたりすることで、自然と進路や職業への関心を引き出すことができます。そうした日常の中の言葉や情 
報提供が、子供自身で将来を考え、選択していく力を育てていきます。 
 

中払さんの講話を通して、生徒たちは「夢を見る力」、「努力を続ける力」、そして「支えてくれる人のありがたさ」を学びました。家庭でも、子
供たちが自分の夢に自信を持って進んでいけるよう、温かく見守り、必要なときに力強く背中を押してあげられる関わりを、大切にしていければと思
います。  
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努力目標 家庭学習の見直しをしよう。 一事徹底 ２時間以上の学習時間を確保しよう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 日 曜 1０月中旬～１１月の行事 月 日 曜 １０月中旬～１１月の行事 

10 

７ 火 生徒会立会演説会 

１１ 

１２ 水 スクールカウンセラー来校 

８ 水 地区中体連新人大会（～９） 14 金 ＰＴＡ役員会 

1７ 金 教育相談① １８ 火 １・２年修学旅行（～２０） 

２１ 火 
教育相談② ２０ 木 ３年郷土・環境学習 

３年実力テスト（～２２） ２１ 金 １・２年休養措置日 

22 水 スクールカウンセラー来校 
２５ 火 

３年進路説明会・学級ＰＴＡ 

2９ 水 生徒会引継式 健康教室・学校保健委員会 

３１ 金 ＰＴＡ親子学習会 ２７ 木 あくね中学生の日 

11 
４ 火 県民週間参観期間（～７） 

２８ 金 
学校運営協議会 

８ 土 土曜授業 文化祭 期末テスト（～１２/２） 

 

                                                         

９月１３日 精一杯取り組んだ体育大会 

～何にでも何度でもチャレンジ～ 

素晴らしい秋晴れの空のもと、第７９回体育大会を開催しました。  
「生徒が主体となって取り組んだ運営・競技・演技」、「２３年目の
伝統の鶴中ソーラン」、「練習の成果を発揮した応援団の演舞」など、
生徒一人一人が輝く姿を見ていただきました。 
５５歳組の皆様も参加してくださり、ＰＴＡ種目や生徒種目へ参加
していただき、体育大会の雰囲気を楽しんでいただきました。また、
片付けにもご協力いただきました。ありがとうございました。  
さて、本校では昨年度から土曜授業での実施としています。来場者
がどのくらいになるか心配でしたが、来賓の皆様をはじめ、多くの方
が参観し、応援してくださいました。おかげさまで、昨年同様に大き
な盛り上がりを見せた体育大会となりました。  
終わりに、物心両面からのご支援を賜り、誠にありがとうございま
した。今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いします。 

１０月２日 高尾野河川敷コースにて 

～絆を深めた駅伝大会～ 

「かごしまの教育」県民週間 
 

１１月１日から７日までは、地域が育む「かごしまの教育」県民週間 
です。 本校でも、下記の通り文化祭と自由参観日を設定しました。 
ぜひ、子供たちの頑張る姿を見に来てください。 

  
《文化祭》11月８日（土） ８：30～  
《参観日》11月４日（火）～７日（金） ※ 自由にご参観ください。 
 

 

高尾野川沿いのコースを精一杯駆け抜けました。  
男子:鶴荘学園と合同チーム   女子：２区までの参加 
18/19位 1° 30’54”     ○ 中野：１区 16’10” 
○ 森 ：２区 14’48”     田原：２区 10’14” 
  山口：４区 14’30”     ※１区 3.314km ２区 1.998km 
  中野：６区 15’17”  
※全区間 3.314km 

   

 

９月２６日 鶴川内小・折多小と 

～ふれあいの機会として～ 

 本年度も、鶴川内小学校、折多小学校の特別支援学級の児童のみな
さんを本校に招待して交流の機会をもつことができました。    
自己紹介を済ませ、中学生の案内で、鶴川内中学校の教室や施設を
見てもらいました。その後に、「転がしドッジボール」などのレクリ
ェーションを楽しみました。互いに声を掛け合いながら遊びの中で
交流ができ、素晴らしいふれあいの時間となりました。 
 
 
 

 

 


